歴史地震研究会2009年度 第３回幹事会議事録

2009年（平成21年）2月13日（金）15:00～17:00於地震予知総合研究振興会会議室

出席者：北原・武村・松浦・植竹・小松原・中村

１．「歴史地震」論文の投稿・編集の状況に関して
　編集出版委員より，投稿が23程度であるが，会誌編集規定の頁数を大きく上回るもの，論説として十分でないもの，締切日をかなり過ぎてからの投稿されてきたものがあったことなどから，編集作業が順調に進んでいない旨の報告があった。

出版や論文送付に必要な予算にも影響してくるため，一人あたりの投稿数の制限や超過頁数に対する課金に関して，投稿規定を見直すかどうかについても議論されたが，規定は現状維持とし，運用において適切に対処していくこととなった。

よって，査読に回っていない原稿等については，今後，適切な査読者を選定し，また，今年２月を過ぎてからの投稿原稿については，来年度の原稿に回すこととなった。
２．今年度大津大会準備に関して
　行事委員より，１月15日に大津市総合防災課から連絡があり，大津市ふれあいプラザホールが確保できたこと及び１月19日に滋賀県に訪問したことについての報告があった。一般向けの講演については，植村委員と協議の上で，宇佐美龍夫氏・中島健氏・滋賀県防災危機管理局担当者にお願いする方向で進めている報告があり，了解された。

　大津大会のお知らせ（第一報）については，４月頃に広報委員から相互リンク先の学会などに情報を送るようにすることとなった。
　また，会員には，武者メールなどを通じて案内をだすとともに，メールによる連絡ができない会員には，郵送により周知をはかることとなった。
３．来年度大会に関して
　関東周辺として，東京大学地震研究所で実施できるどうかを検討していくことになった。

４．企画展の後援等に関して
　4.1 東京大学地震研究所特別公開講義・展示（本研究会後援）
副会長より，「関東大震災から８５年。首都直下地震に備えて」公開講義・展示について，農学部弥生講堂で実施され，一般から300名程度の多くの参加者があり，活発な質疑があった旨の報告があった。
　4.2　神奈川大学非文字資料研究センター第３回公開研究会（本研究会後援）
　　　会長より，3月14日（土）横浜みなとみらいランドマークタワーで実施される「震災復復興と文化変容－関東大震災後の横浜・東京－」の内容についてパンフレットを用いて報告があった。
　4.3　東京都測量設計業協会会誌
　　会長より，東京都測量設計業協会より会誌「東測協2009（特集：地図にみる関東大震災）」が送られてきた旨の報告があった。
　4.4　立命館大学地理学教室
　　会長より，立命館大学地理学教室において４月４日～５月９日において，「地図にみる関東地震」が展示予定されており，講演会が４月２５日に行われる旨の報告があった。本研究会は後援させていただく方向で話をすすめることとなった。
５．ホームページについて

　広報委員より，行事などについてお知らせページを新たに設置する提案がなされ，了承された。

６．次回幹事会の日程

　　平成21年5月25日（月）15時～　　地震予知総合研究振興会会議室にて

　

以　上

